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研究者から

一言

【生物の可能性は無限大です】
私たちの社会で現在、ゴミとされている有機性廃棄物のほとんどは、利用が困
難であるために廃棄物とされているに過ぎません。生物のチカラを結集すれば
これらのゴミを有用物質に変換・利用することは不可能ではありません。

【廃棄物はゴミではなく立派な資源です】
当研究室では「廃棄物は人類の将来を左右する資源である」という信念のもと、
資源化を実現するさまざまな生物機能を見出し、利用することをめざして研究
を行っています。お気軽にご相談ください。

化石資源（石油）に依存した現在の社会は将来必ず破綻します

未来を見据えた企業様のご相談をお待ちしています
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生物プロセスの複合化

新規生物機能の発見・活用

その廃棄物、
「生物変換」
しませんか!?

自然界由来の有機物（バイオマス）のほとんどは
生物機能を用いて変換・有効利用が可能です

生物プロセスを組み合わせて
処理費ゼロ ＋ 利益アップをめざします
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適用できる製品・分野のイメージ

・ メタン発酵・水素発酵等複合系の安定運転
・ 難利用性有機廃棄物の有用物質（燃料、飼料、化成品等）
への変換

・ 腐朽菌類や微細藻類の積極的活用
・ 薬用植物の養液栽培による効率的生産 など

技術シーズについてのお問合せ、ご相談先
E-mail： renkei-as@yamanashi.ac.jp
Tel：055-220-8758 Fax：055-220-8757

当研究室は生物
機能利用研究を
得意としています。

様々な生物プロセ
スを組み合わせて、
たとえば右図の

ような「利益を生む
有機廃棄物総合
活用システム」の
構築をめざしてい
ます。

右図のような総合
システムの構築だ
けでなく、少数のプ
ロセスの組み合わ
せや個別プロセス
のみの構築も可能
です。


